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を
支
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る
も
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先
日
、
竜
谷
保
育
園
の
可
愛
ら
し
い
園
児
さ
ん
た
ち
が
、
一
年
生
の
教
室
に
交

流
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
断
然
張
り
切
る
一
年
生
の
子
供
た
ち
。
準
備
の
段
階
か

ら
、
非
常
に
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
学
校
で
の
一
年
間
の
学
習
や

行
事
に
つ
い
て
発
表
を
し
た
あ
と
、
質
疑
応
答
の
時
間
。
そ
の
後
は
、
生
活
科
で

調
べ
て
き
た
「
昔
の
あ
そ
び
」
を
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
出
店
し
、
園
児
さ
ん
た

ち
を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。
い
つ
も
は
上
学
年
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

末
っ
子
の
一
年
生
が
、
す
っ
か
り
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
顔
で
、
園
児
さ
ん
に

寄
り
添
っ
て
い
る
姿
に
、
こ
の
一
年
の
成
長
を
感
じ
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
こ
で
、
次
に
挙
げ
た
十
の
事
柄
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

①
健
康
な
心
と
体   

②
自
立
心   

③
協
同
性    

④
道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え   

⑤
社
会
生
活
と
の
関
わ
り    

⑥
思
考
力
の
芽
生
え   

⑦
自
然
と
の
関
わ
り
・
生
命
尊
重 

⑧
数
量
や
図
形
、
標
識
や
文
字
な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚 

⑨
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い   

⑩
豊
か
な
感
性
と
表
現 

 こ
れ
は
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
子
供
の
姿
や
能
力
を
十
の

視
点
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
二
〇
一
八
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
幼
稚
園
教

育
要
領
や
、
保
育
所
保
育
指
針
、
保
育
要
領
等
に
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
到
達
目

標
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
の
中
で
育
み
身
に
つ
け
て
い
く
、
目
安

と
な
る
姿
や
能
力
で
す
。
改
め
て
、
十
項
目
の
内
容
を
読
み
直
し
て
み
ま
す
と
、

全
て
小
学
校
教
育
の
基
礎
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
今
、

一
年
生
が
小
学
校
で
精
一
杯
学
び
、
成
長
で
き
て
い
る
の
も
、
家
庭
や
園
に
お
け

る
温
か
く
き
め
細
や
か
な
育
み
が
あ
っ
て
こ
そ
と
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。 

「
ふ
う
、
楽
し
か
っ
た
」。
交
流
活
動
を
終
え
た
一
年
生
た
ち
は
、
力
を
出
し
切
っ

た
後
の
心
地
よ
い
疲
労
感
に
浸
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
き
っ
と
立
派
な
二
年
生

に
な
っ
て
、
四
月
に
は
新
入
生
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

  

令和７年２月 

 第１０号 

げ
ん
き
な
子 

が
ん
ば
る
子 

す
な
お
な
子 

く
ふ
う
す
る
子 

 

「今日は、私が小学校を案内するね」園児さんをもてなす１年生 
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このところの冷え込みは格別です。朝の見守りの後、子供たち

と一緒に、学校に向かう坂道を歩いて登ってくると、手袋をして

いても指先がじんじんと冷たくなります。でも、竜谷っ子たちは

さすがです。寒さに負けない工夫や提案をしてくれています。 

 体育委員会のメンバーが、全校で鬼ごっこを行う「あったまろ

う集会」を、そして代表委員会のメンバーが、温かな心を伝え合

う「あったまれ 竜谷っ子ハートフル大作戦」を企画してくれま

した。今の竜谷小学校の様子をふまえて提案してくれた、新しい

企画です。これからどんな広がりを見せてくれるか、楽しみです。 

４,5,６年生を対象に、GIGAスクール

アドバイザーの本間茂夫先生に出前授業

をしていただきました。今、本校では、

情報活用能力の育成に力を入れています

が、子供たちが扱うデータが増える中で、

その管理や整理の方法を正しく学んでほ

しいと思ったからです。必要な情報を収

集する、まとめたり成果物を作成したり

する、そのデータを保存したり整理した

りする。クラウドの活用や自分のアカウ

ントの管理をする。どれも必要な知識や

能力です。正しく理解できたら、今度は

４,5,６年生が、１,２,３年生に向けて、レ

クチャーできるといいなと思います。 

竜谷小学校野球少年たちの目が輝く時間 

今の小学生たちの 65％は、今は存在

していない職業に就くとの予測や、今後

10年～20年程度で、半数近くの仕事が

自動化される可能性が高いと言われる昨

今です。そんな中、フタバ産業野球部の

柴田亮輔監督より、夢を具現化するヒン

トとなるお話を伺うことができました。

休み時間には一緒に野球もしていただ

き、素敵な時間を過ごすことができました。 

クラウドの仕組みやデータの整理方法を学ぶ 

高学年の華麗なジャンプ 

上の写真を見てください。いつも見慣れている学校の中のある

場所ですが、どうも様子が違います。これは、中庭の丸池です。

確かに形は同じですが、描かれているものが今とは全く違います。 

 この丸池のふしぎについて、今、読み聞かせボランティアに来

てくださっている「絵夢さん」のお一人である伊東秀美さんが、

当時の様子について、いろいろと教えてくださいました。 

伊東さんをふくむ昭和 53 年度の竜谷小学校卒業生（当時は、 

6年生２学級）が、卒業記念にと、みんなで力を合わせて色を塗

り、絵を描き、丸池を彩ったのだそうです。学校にある写真はこれ

1枚きりなので、確認できないのが残念ですが、裏に回ると、また

違う絵柄が描かれていたとのことです。 

現在は塗り替えられているので、この 

絵を直接見ることは叶いませんが、時を経 

て竜谷小の大先輩が、今、読み聞かせに来て 

くださっていること、ありがたい限りです。 

  
現在の丸池のデザイン 


